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実施日時:2020年10月28日(水)10:45～14:30
参 加 者：豊田先生、金子先生、三木先生、上村先生+クラブ員(28)＝32名
場 所：園芸療法ガーデン、東作業室
内 容：午前；各班の作業 ～展示ゾーンの花壇管理や創作・メンテ作業～

午後；ミニ講座『DWファーバーをつかった寄せ植えづくり』 (東作業室)
講師；豊田先生 ～身近なところに観葉植物を～

ALPHA Healing Garden クラブ 活動報告(第107回)

<4班>創作・メンテ
〇作業内容
踏み台の製作が先月で完了したので、今月はつぎに取
り掛かる補修箇所について豊田先生、上村先生を含め
て相談し、
来月以降の作業内容を以下のように決定しました。
・修理箇所は園芸療法ガーデン正面のゲートとする。
・塗装の補修については電動サンダーの使用が困難で
あることから、古いペンキはワイヤブラシにより手で落とす。
・ゲートの柱はそれぞれ横板で緊結し補強しているが、
少し弱くなっているため筋交いを追加する。
〇11月の予定
まず古いペンキを落とす作業を行います。 (Sさん)

秋の深まりが紅葉の校内に広がり、晴れの例会日に
なりました。マスク姿にクラブのロゴを付した新しい名札
を着用し、ミーティング後、各花壇を巡り、今日の作業
のポイントの説明を受け、作業や打ち合わせが始まり
ました。途中、手を休め、鳥のさえずりなどを楽しみな
がら、まとまった休憩もなく、落ち葉などのかたずけも済
まし、あっという間に午前の作業などが終了しました。

午後は、東作業室で中断していたミニ講座の再開1
回目。希望者が豊田先生から、DWファイバーの利点
などを聴いた後、ガジュマルと多肉植物を合わせる寄せ
植えづくり、管理法などを教わりました。ポイントは、正
面を決め、植物の左右のバランスを考えること。皆さん
の作品をフィジカルディスタンスをとって一列に並べ、締
めくくりました。
皆さん、午前・午後、たいへんお疲れさまでした。

世話人;植田(10/30記)小西・小寺

＜3班＞久しぶりの花壇はパイナップルセージの赤い花とフェンネルの
花等で秋らしい香りの花壇になっていました。
作業内容
①オーデコロンミントの花、セルバチコの花、フェンネルの花、種を付け
ないように花剪定。レモンバーベナの下葉、土についていた所も少し
カット。
②ラムズイヤーの中にあるサフランの芽が見えて、もうすぐ咲きそうな
ので、そっと引き出し、右側に移動。
③ストエカス系ラベンダーは葉も少なく元気ないようでした。イングリッ
シュ系は花も咲き元気。
④和のハーブコーナーはミョウガが終わり除草したら少し空き地が見
え、何か植えるといいかも知れません。
⑤全体的な除草(アップルミントはすぐに蔓延るので抜きました)
来月は、もう一度名札の点検と、来春に種を残さないように草取り
を丁寧にしたいと思います。 (Kさん)

音の花壇 ２班

味覚と香りの花壇 ３班

触れる花壇

色の花壇 １班

毎月 第4水曜日(変更はAGNメールでお知らせします。)

<2020>  11/25 12/16*(第3水曜日)
<2021> 1/27    2/24 3/24

<2班>秋晴れの爽やかな作業日和でした。
活動内容
①薄くなっていた名札の文字を見やすくしました。
②ユーパトリウムの花の時期も終わりました。来
年こぼれ種から、また姿を見る事を信じて抜き取
りました。
③ウインターコスモスが見頃となりました。キュー
ピットという種類です。豊田先生が針金の枠を
使って乱れた姿を整えて下さいました。

④中央台多肉コーナーでは、ハツユキカヅラの
弱った葉を剪定。剪定する事で、白からうすピン
クの美しい葉色が見られるとの事です。
⑤除草
11月の活動予定
①エリアの維持管理
②名前が分からない木や植物が何本かありまし
た。名前が分かると楽しいねという声もあるので、
皆で調べてみたいと思います。 （Fさん）

<1班>
〇作業内容
ペンタスやインパチェンスがきれいに咲いていて手
を入れるのが可哀想でしたが、
春に向けての準備のため一部剪定を実施。
ポーチュラカ、コリウスは撤去しました。
先生に準備して頂いたパンジー、ビオラ、シロタ
エギク、カンパニュラを肥料と共に植え込みました。
カルーナも定植場所に迷いましたが、触れる花

壇に植え込みました。
春以降、他に適した場所があるようなら移植を
検討したいと思います。
その他、除草、剪定、ユーパトリウムの除去等
行いました。
〇11月の予定
球根が今年も用意して頂けるようなら、原種の
チューリップやフリージア等の球根の植え込みを行
いたいと思います。 （Oさん）


